
「大学コンソーシアム佐賀」共通教養教育科目シラバス 
開講年度 平成２３年度 開講時期               前学期  後学期 

科目名 子どもの支援（家族支援と子育てスキル） 

担当教員（所属） 藤田 一郎 ・ 中島 範子 ・ 山口 玲子 （全文化教育学部） 

単位数 ２単位 

曜日・校時 木曜１時限（8：50～10：20） 

曜日・校時 追記（授業形態） （対面授業・同期型遠隔授業） 

講義概要（開講意図・ 

到達目標を含む） 

 

 

この科目は、心身症や不登校など問題を抱える子どもを持つ家族への支援、そのための子育てに関する技術を

総合的に講義する。子育てに必要な知恵の一つは子どもの心の理解である。乳幼児期の子どもの心の発達、親子

関係の変化、親としての子育ての技術（しつけ）について学習し、様々な子どもの問題の治療および予防方法を

習得する。 
 このような知識や技術の習得は、子どもの成長や教育に関わる専門職（教師、福祉士、心理士、医師、保健師、

看護師等）に必須であり、子どもや家族のニーズを専門領域の壁で分断せず、まるごとそれを真ん中において、

医師、教員等の専門職がそれぞれの立場から関わりながら、専門職間支援ネットワークで包み込むために必要で

ある。 
この科目は、平成 22 年度から佐賀大学において開設された「子どもの発達と支援プログラム」のコア科目の

１つである。このプログラムには４つのコア科目があり、その全てを受講し、合わせて第４分野の関係科目から

２科目、４単位履修すると「子どもの発達と支援プログラム」履修認定証が授与される。また、これらの科目の

他に、文化教育学部開講の臨床教育実習と連携高校での高校教育実習を履修した学生には、「佐賀大学認定子ども

発達支援士」を授与する。多くの学生諸君の受講を期待する。 

聴講指定 佐賀大学の学生及び一般市民の受講者で「子どもの発達と支援プログラム」履修認定証の交付を希望する学生は、

予め本プログラムへの履修登録を行うこと 

履修上の注意 ３名の講師によるオムニバス方式により開講する。 

授業計画 

 

 

 

 

 

 

 

１．乳幼児の精神発達 

２．子どもの心身症 

３．育て直し療法 

４．不登校の家族療法 

５．家族支援は周産期から 

６．江戸から平成の子育て事情 

７．仕事と子育て 

８．子育てのコーチング① 

９．子育てのコーチング② 

１０．前向き子育てプログラム 

１１．最早期の親子関係をめぐって 

１２．親になるということ～発達に課題を持つ子どもと家族 

１３．地域と子育て～社会に生きる子どもと育ち 

１４．家族間暴力及び児童虐待について 

１５．支援者として必要なこと 

成績評価の方法と基準 ３名の講師による講義が終了してのち、定期試験期間中にテストを行う。 

教科書 
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参考図書 
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名  称  U R L 

   

オフィスアワー 水曜日の２時間目 

その他  

  

 


